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水産動物中の無機成分に関する研究―Ⅰ
数種 の海 産二枚 貝組織 中 のナ トリウム,
カ リウムおよび鉄 の含量 と形態、につ いて
野 崎 征 宜 ・宮 原 昭 二 郎
Studies on the Inorganic Components of Marine Animals―Ⅰ
On the Contents and the Forms of Sodium, Potassium
and Iron in the Tissue of Some Marine Clams.
Yukinori NOZAKI and Shojiro MIYAHARA
 The present paper is to report on the contents and the forms of sodium 
 (Na), potassium (K) and iron (Fe) in the tissue of some marine clams. 
 Though the contents of Na, K and Fe were variable according to the 
species and the organ, they were found to exist in all organs, and each 
siphon showed the highest content of Na in all organs except in one 
species. The content of K was irregular in all organs, and each siphon 
showed higher content of Fe than other organs. 
 The extraction rates of Na, K and Fe from tissue by water were with-
in the ranges of 52.7-77.6%, 37.8-77.1% and 3.3-31.5% respectively, and 
Fe was thought to be bound to the tissue since the rate of Fe was much 
lower than Na and K. 
 The ratios of free Na, K and Fe of the extracted solution by water 
were within the ranges of 40.1-98.6%, 42.7-94.7% and 32.8-75.4% res-
pectively. Free Na existed in the mantle and the siphon, free K in the 
siphon and free Fe in the mantle more abundantly than in other organs.
無機成分は水産動物の体構成成分であるばかりでなく,生 体触媒としての役割を 果 している
ことはよく知られていることである。 魚貝類の無機成分含有量に関する多くの研究1～3)がなさ
れているが,無 機成分の各器官における分布ならびに存在形態の差異に関する研究は少ない。




貝を対象にその組織中のナ トリウム(以 下Naと 略記),カ リウム(以 下Kと 略記)お よび
鉄(以 下Feと 略記)の 分布ならびに存在形態について検討 したので報告する。
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*in 100g of soft part
要 約
1.4種 の 海 産 二 枚 貝 の 各 器 官 につ きNa, Kお よ びFeの 総 量 な らび に組 織 か らの 抽 出 率
と水 抽 出 液 中 の 存 在 形 態 につ い て 検討 した 。
2.Na は水 管 が他 の器 官 よ りも多 く含 有 し,Kは 一 般 に各 器 官 と も ば らつ きが み られ,Fe
は 水 管 が 多 く足 は 少 な い 傾 向 が み られ た 。
3.組 織 か らの 抽 出率 はNa, Kお よ びFeに つ い て それ ぞ れ52.7～77.6%,37.8～77.1%,
3.3～31.5%で あ り,Naお よ びKの 抽 出率 は高 く,Feの 抽 出率 はNaやKに 比 べ て 低 く
大 部 分 が 沈 殿 画 分 に含 まれ 組 織 と硬 く結 びつ い て い る こ とを示 唆 して い る。
4.組 織 か らの 水 抽 出液 中遊 離 型 はNa,Kお よ びFeに つ い て それ ぞ れ40 .1～98.6%,
42.7～94.7%,32.8～75.4%の 範 囲で 存 在 し,Na は外 套 膜 と水 管,K は水 管,Fe は外 套 膜 に
多 く存 在 して い た。
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